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言語活動の分類方法に関する一考察
－ドイツ・ブルガリア・イタリアにおける調査に基づいて－
A Study on the Classification Method of Language Activities: 

























































































































場所 時期 研修会名 参加者数
ドイツ
（ハノーバー）
2003年3月7日～ 9日 第12回ドイツＶＨＳ日本語講師の会定例研修会「効果的な会話授業を考える」 45名
ブルガリア
（ソフィア）
2006年9月9日～ 10日 第２回ブルガリア日本語教育セミナー「東欧の学習者に合った会話教材の作り方」 22名
イタリア
（ローマ）



































































































































































言語活動のカテゴリー ドイツ ブルガリア イタリア


























































【日本人観光客】 ○ ○ ○
【日本領事館など】 ○ ○ ○
【日本関係の催し】 ○ ○ ○
【日本食レストランなど】 ○ ○ ×
【日本語サークル】 ○ × ×
【アパートの同居人】 ○ × ×
表３　「場」に従属する言語活動に関する分析





























【日本人の友人・知人】 ○ ○ ○
【日本人留学生】 ○ ○ ○
【来客】 ○ ○ ×































Surveys on language activities of Japanese learners have been carried out in 
Germany, Bulgaria and Italy. In the process of classifying and organizing the data, it 
has been revealed that the concepts of “place” and “person” are important.
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